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	５．参考図（施工図）
	１．適用
	２．数量算出項目
	３．区分
	（１）数量算出項目及び区分一覧表
	（２）施工方法区分
	（３）現場制約の有無、打設長、杭長区分
	（４）規格区分
	（５）改良材使用量区分
	４．数量算出方法
	５．参考図（施工図）
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	５．参考図
	（１）じゃかご
	（２）ふとんかご（階段式）
	（３）ふとんかご（スロープ式）

	R3.4_第2編01章2-1-9_捨石工(河川海岸)【北陸】
	R3.4_第2編01章2-1-10_護岸基礎ブロック工【北陸】
	R3.4_第2編02章2-2-1_樋門・樋管【関東】
	R3.4_第2編03章2-3-1_浚渫工【関東】
	R3.4_第2編04章2-4-1_堤防除草工【北陸】
	R3.4_第2編04章2-4-5_堤防天端補修工【九州】
	４．数量算出方法

	R3.4_第2編04章2-4-6_堤防芝養生工【北陸】
	R3.4_第2編04章2-4-7_伐木除根工【九州】
	R3.4_第2編04章2-4-10_塵芥処理工【九州】
	R3.4_第2編04章2-4-11_ボーリンググラウト工【関東】
	４．数量算出方法

	R3.4_第2編04章2-4-16_木杭打工【関東】
	R3.4_第2編04章2-4-17_袋詰玉石工・笠コンクリートブロック据付工【中国】
	１．適用
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	（３）施工条件
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	５．１　土工
	１．適用
	２．数量算出項目
	（１）土砂等運搬は、片道の運搬距離を算出する。往路と復路が異なるときは、平均値とする。
	３．区分
	（１）数量算出項目および区分一覧表
	（２）土質区分
	（３）構造物区分
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	（５）施工幅区分
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	（２）数量算出の優先順位
	（３）整形・床均しの施工範囲
	（４）護岸および側壁の裏込材
	（５）埋戻しの施工範囲

	R3.4_第2編05章2-5-4_コンクリート工・残存型枠工・仮設備工(砂防工)・鋼製砂防工【北陸】
	R3.4_第2編05章2-5-9_砂防ソイルセメント工【北陸】
	R3.4_第2編06章2-6-1_集水井工【北陸】
	R3.4_第2編06章2-6-4_集排水ボーリング工【四国】
	４．数量算出方法

	R3.4_第2編06章2-6-6_地すべり防止工(山腹水路工)・かご工(斜面対策)【北陸】
	R3.4_第2編07章2-7-1_消波工【中国】
	R3.4_第2編08章2-8-1_光ケーブル工【関東】
	１．適用
	１．適用
	２．数量算出項目
	３．区分

	R3.4_第3編01章3-1-1_不陸整正・路盤工・アスファルト舗装工【中部】
	１．１　不陸整正
	（１）数量算出項目及び区分一覧表
	BIM/CIMモデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする
	１．適用
	３．区分
	（１）数量算出項目及び区分一覧表
	BIM/CIMモデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする
	注）上層路盤（車道・路肩部）における仕上り厚区分について、規格（材料）が瀝青安定処理材の場合は「一層当り平均仕上り厚」、粒度調整砕石の場合は「全仕上り厚」を適用する。
	（２）仕上り厚さ区分及び規格区分
	（３）平均幅員区分
	１．適用
	２．数量算出項目
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	（１）数量算出項目及び区分一覧表
	BIM/CIMモデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする
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	（３）平均幅員区分

	R3.4_第3編01章3-1-7_半たわみ性(コンポジット)舗装工【中部】
	R3.4_第3編01章3-1-8_コンクリート舗装工【中部】
	R3.4_第3編01章3-1-10_連続鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装工【中部】
	R3.4_第3編01章3-1-11_排水性ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工･透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工【中部】
	１．適用
	２．数量算出項目
	３．区分
	（１）数量算出項目及び区分一覧表
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	（３）規格区分

	R3.4_第3編01章3-1-13_グースアスファルト舗装工【中部】
	R3.4_第3編01章3-1-14_薄層カラー舗装工【中部】
	R3.4_第3編01章3-1-15_橋面防水工【中部】
	R3.4_第3編01章3-1-16_踏掛版工【近畿】
	R3.4_第3編02章3-2-1_排水構造物工【四国】
	１．適用
	２．数量算出項目
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	R3.4_第3編02章3-2-9_防護柵工【九州】
	R3.4_第3編02章3-2-11_立入防止柵工【近畿】
	１．適用
	２．数量算出項目
	３．区分
	（１）数量算出項目及び区分一覧表
	①基礎ブロック、鋼管基礎
	BIM/CIMモデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする
	②金網・支柱（立入防止柵）、支柱（立入防止柵）
	BIM/CIMモデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする
	③門扉
	BIM/CIMモデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする
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	（４）基礎砕石の有無
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	４．数量算出方法
	（１）基礎ブロック、鋼管基礎については総基数、金網・支柱については総延長、支柱については総本数、門扉については総基数を区分ごとに算出する。

	R3.4_第3編02章3-2-13_車止めポスト設置工・防雪柵設置・撤去工【中部】
	R3.4_第3編02章3-2-17_雪崩予防柵設置工【東北】
	R3.4_第3編02章3-2-20_防雪柵現地張出し・収納工【北陸】
	R3.4_第3編02章3-2-22_落石防止工【中部】
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	４．数量算出方法
	（１）土工（床掘り・埋戻し）、基礎（砕石・コンクリート等）、舗装版切断等が必要な場合は、別途算出する。

	R3.4_第3編02章3-2-32_境界工【九州】
	R3.4_第3編02章3-2-33_道路付属物工【九州】
	R3.4_第3編02章3-2-35_しゃ音壁設置工【関東】
	R3.4_第3編02章3-2-40_組立歩道工【四国】
	R3.4_第3編02章3-2-42_道路植栽工【中国】
	R3.4_第3編03章3-3-1_路面切削工・舗装版破砕工・舗装版切断工【中国】
	１．適用
	２．数量算出項目
	３．区分
	（１）数量算出項目及び区分一覧表
	（２）舗装版種別区分
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	R3.4_第3編03章3-3-8_道路打換え工・路上再生路盤工【中国】
	R3.4_第3編03章3-3-11_欠損部補修工【北海道】
	R3.4_第3編03章3-3-12_アスファルト注入工【中国】
	R3.4_第3編03章3-3-13_舗装版クラック補修工【中部】
	R3.4_第3編03章3-3-14_道路付属構造物塗替工【中国】
	R3.4_第3編03章3-3-15_張紙防止塗装工【九州】
	R3.4_第3編03章3-3-16_道路除草工【中国】
	R3.4_第3編03章3-3-19_路肩整正工【中国】
	４．数量算出方法
	（１）残土は、５ｍ３／１００ｍ２とする。

	R3.4_第3編03章3-3-20_路面清掃工【中国】
	R3.4_第3編03章3-3-22_道路付属物清掃工【関東】
	R3.4_第3編03章3-3-23_側溝・管渠・集水桝清掃工【中国】
	R3.4_第3編03章3-3-25_集水桝清掃工(単独作業)・トンネル清掃工【中国】
	R3.4_第3編03章3-3-27_トンネル照明器具清掃工【北陸】
	R3.4_第3編03章3-3-28_トンネル漏水対策工【東北】
	R3.4_第3編03章3-3-29_トンネル補修工（ひび割れ補修工）【北海道】
	R3.4_第3編03章3-3-30_植栽維持工【中国】
	R3.4_第3編03章3-3-34_道路除雪工・鋼板接着工・増桁架設工【東北】
	R3.4_第3編03章3-3-39_炭素繊維接着工【東北】
	R3.4_第3編03章3-3-41_足場工、朝顔、防護工【東北】
	R3.4_第3編03章3-3-43_橋梁補強工【関東】
	４．数量算出方法
	数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか、下記の方法によるものとする。

	R3.4_第3編03章3-3-58_落橋防止装置工【北陸】
	R3.4_第3編04章3-4-1_鋼材・工場製作工【近畿】
	R3.4_第3編04章3-4-13_塗装工【中国】
	R3.4_第3編04章3-4-16_鋼橋架設工・仮設工【近畿】
	R3.4_第3編04章3-4-23_コンクリート床版工【関東】
	R3.4_第3編04章3-4-24_グレーチング床版架設工【四国】
	R3.4_第3編04章3-4-25_伸縮装置工【東北】
	R3.4_第3編04章3-4-26_橋梁排水管設置工【近畿】
	（１）数量算出項目一覧表

	R3.4_第3編04章3-4-27_歩道橋(側道橋)架設工【北海道】
	R3.4_第3編05章3-5-1_ﾌﾟﾚﾃﾝｼｮﾝ桁購入工･ﾎﾟｽﾄﾃﾝｼｮﾝT(I)桁製作工【近畿】
	R3.4_第3編05章3-5-4_PCﾎﾛｰｽﾗﾌﾞ製作工・RC場所打ﾎﾛｰｽﾗﾌﾞ製作工･PC箱桁製作工【北海道】
	R3.4_第3編05章3-5-9_ﾌﾟﾚﾋﾞｰﾑ桁製作工･PC片持製作工･架設工【近畿】
	R3.4_第3編05章3-5-18_架設支保工【北海道】
	R3.4_第3編05章3-5-25_横組工・支承工・仮設工・橋梁付属物工【近畿】
	R3.4_第3編06章3-6-1_鋼製橋脚設置工【近畿】
	R3.4_第3編07章3-7-1_P1.2.3 橋台・橋脚工【関東】
	R3.4_第3編07章3-7-1_P4 橋台・橋脚工【関東】
	R3.4_第3編07章3-7-1_P5.6 橋台・橋脚工【関東】
	R3.4_第3編08章3-8-1_橋梁地覆補修工(撤去･復旧)【北海道】
	R3.4_第3編08章3-8-4_支承取替工【九州】
	R3.4_第3編08章3-8-7_沓座拡幅工・桁連結工【近畿】
	R3.4_第3編08章3-8-9_現場溶接鋼桁補強工【九州】
	R3.4_第3編08章3-8-10_表面被覆工（塗装工法）【北海道】
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